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研究成果の概要： 

ナノイオニクス研究の国際的ネットワーク形成と基本的共通概念の構築のため，国内外の関

連する研究者を本領域为催のセミナーへ招聘すると同時に，学会等における情報収集や研究打

ち合わせを積極的に行った．得られた知見について班会議等を通じて討論し，各研究者へフィ

ードバックした．また，代表者・分担者間の共同研究打ち合わせや班長会議を通じて関連分野

の専門家の意見を聴取しながら各々の研究の有機的な連携を深めるとともに，若手研究者の育

成と一般への啓蒙にも務めた. 

 

 

交付額 

                               （金額卖位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００４年度 4,800,000 0 4,800,000 

２００５年度 7,000,000 0 7,000,000 

２００６年度 8,200,000 0 8,200,000 

２００７年度 6,900,000 0 6,900,000 

２００８年度 8,000,000 0 8,000,000 

総 計 34,900,000 0 34,900,000 

 
 

キーワード： ナノイオニクス 固体イオ二クス 空間電荷層 ショットキー障壁 

固体酸化物燃料電池 NEMCA 電極反応 混成電位 

 

 

 
１．研究開始当初の背景 

 イオンと電子が同時に移動する混合伝導
体やイオン伝導体が金属などの異質な物質
とヘテロ接触すると，その界面近傍に空間電
荷層や表面電荷が生じる．これにより半導体
においてはショットキー障壁が形成される
ことがよく知られているが，イオン・混合伝
導体の場合には，物質を構成するイオンや不
純物・欠陥が移動可能であるためにイオン・
欠陥によるナノスケールの緩和である「ナノ

イオニクス」現象が起こり，新しい界面化学
機能が生じる．本特定領域研究の開始の前後
には，ヘテロ界面をナノスケールで空間設計
することが可能になってきており，ナノ構造
制御したヘテロ界面を反応場として積極的
に利用する新しい界面化学機能の開拓の気
運が高まるとともに，国際的ネットワーク形
成と基本的共通概念の構築の必要性が高ま
っていた． 
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 ２．研究の目的 
本領域では、以下の４つの研究項目を設定

し，ナノイオニクス現象に基づくヘテロ界面
制御の学理確立と応用への展開を図った． 

Ａ０１ ナノイオニクス現象の基礎特性
解明と設計 

Ａ０２ ナノイオニクス高速イオン移動
固体の創製 

Ａ０３ ヘテロ接触によるナノイオニク
ス現象を利用した多様な高機能電極の構築
と設計 

Ａ０４ ナノイオニクス固体素子を利用
したデバイス開発 

 

本研究の目的は以下の通りである． 

(１) 科学研究費補助金・特定領域研究とい
う特別な枠組みで行うことの意義を常に
留意し，グループ研究として推進するアド
バンテージを最大限に活用するために共
同研究を強力に推進し，設定した特定領域
の研究成果を上げることを目的としてい
る．また，そこで得られた成果の社会への
還元，成果の公開を積極的に進める．外部
の研究者を積極的に参加させることによ
り，プロジェクト研究の透明性を維持する．
また効率的な運営を実現させるために，す
べての研究会を公開とするのではなく，非
公開で班員間の議論を深めて，機動的で効
率的な研究の展開を目指すこととした．こ
のため，公開・非公開の研究集会を効率的
に利用して運営すること，研究討論の内容
や公開出版物の著作権などの知的所有権
ならびに個人情報の開示・非開示の管理に
留意することとした． 

(２) 特に特定領域の特徴である，①多くの
研究者から構成される組織により，②系統
的な研究を，③相互に協力して一定の期間
に強力に推進する，という点を最大限に活
用する．このために，卖なる個別研究とは
異なり，領域代表・各計画班長が強力な指
導力を発揮して，特定領域全体の目標や各
研究項目における目的をより明確化する
とともに，本領域の共通概念の構築，具体
的な目標達成のための共同研究の推進を
図り，特定領域研究の目指す「高温ナノイ
オニクス」の新たな学理の構築と応用展開
を目指す．これを実現するための柔軟な組
織運営を進める．特に，特定領域が組織を
構成して行うグループ研究の意義を明確
に各班員に周知させた上で，卖なる研究
者・グループ間の調整だけではなく，場合
によっては総括班の強力なリーダーシッ
プによって研究の具体的な展開方法につ
いても随時変更する． 

(３) 次世代の研究者育成と国際的ネットワ
ーク構築を重要な課題とし，優れた若手研
究者のトレーニングの場を提供する． 

３．研究の方法 

（１）全体の研究計画の立案・調整 
 班長会議，班会議，総括班会議およびメー
ルによる打ち合わせを行い、特定領域研究活
動・成果の公開，各研究計画代表者・分担者・
公募研究者間の共同研究打ち合わせ，研究討
論の進め方などについて関連分野の専門家
の意見も聴取しながら綿密に進めた． 
 
（２）情報発信，成果報告 
 計画研究・公募研究や企画行事の広報，活
動成果発信のためにホームページを作成，公
開し（随時），ニュースレター，成果報告集
（各年度末）を発行した． 
 
（３）研究発表会等 
 セミナーやワークショップを为催して国
内外の関連する研究者を招聘すると同時に，
若手研究者の育成，一般への啓蒙に務め，ナ
ノイオニクス研究の基本的共通概念の構築，
国際的ネットワーク形成に寄与した． 
 また，領域関連研究者に関連学会への参加
を促して発表，討論，情報収集を行った． 
 
 

４．研究成果 

 各年度における为な行事は以下の通りで
ある． 

［平成１６年度］ 

（１）全体の研究計画の立案・調整 

①班長会議 ３回 ②総括班会議 １回 

（２）情報発信，成果報告 
①ホームページの作成・整備 
②ニュースレター発行 ③成果報告集発行 
（３）研究発表会 
①特定領域研究発表会（東京）： 

平成１６年９月２３日 
②計画研究全体会議（東京）： 

平成１６年１０月１２日－１３日 
③研究成果発表会（仙台）： 
    平成１７年 ２月１１日－１２日 
［平成１７年度］ 

（１）全体の研究計画の立案・調整 

①班長会議 ９回 ②班会議 ３回  
③総括班会議 ２回 

（２）情報発信，成果報告 
①ホームページ公開 ②ニュースレター発
行 ２回 ③成果報告集発行 
（３）研究発表会【】内は参加者数 
①キックオフ研究会（京都）：【５１名】 

平成１７年 ７月 １日－ ２日 
②第１回サマーセミナー（福島）： 
【４３名：学生１４名，海外５名】 

平成１７年 ９月１５日－１７日 
③公開成果報告会（東京）：【７０名】 
    平成１８年１月３１日－２月１日 
④電気化学会秋季大会（千葉）：（関連発表 



 

 

３１件） 平成１７年 ９月 ８－ ９日 
⑤固体イオニクス討論会（新潟）：（関連発表 
６５件） 平成１７年１１月２８－３０日 
［平成１８年度］ 

（１）全体の研究計画の立案・調整 

①班長会議 ９回 ②班会議 ２回  
③総括班会議 ２回 ④A01～A04 班会議（随
時） 

（２）情報発信，成果報告 
①ホームページ公開 ②ニュースレター発
行 ③成果報告集発行 
（３）研究発表会【】内は参加者数 
①研究成果公開シンポジウム（東京）：【７９
名】  平成１８年 ８月 ３日－ ４日 
②第２回サマーセミナー（兵庫）： 
【４３名：学生１７名，海外３名】 

平成１８年 ９月１１日－１３日 
③Petite Workshop（京都）：【３５名：海外
５名】 平成１８年１１月１７日－１９日 
④公開成果報告会（東京）：【６６名】 
    平成１９年 ３月 ８日－ ９日 
⑤電気化学会秋季大会（京都）：（関連発表 
４４件） 平成１８年 ９月１４－１５日 
⑥固体イオニクス討論会（福岡）：（関連発表 
６１件） 平成１８年１１月２７－２９日 
［平成１９年度］ 

（１）全体の研究計画の立案・調整 

①班長会議 ４回 ②班会議 ３回  
③総括班会議 １回 ④A01～A04 班会議（随
時） 

（２）情報発信，成果報告 
①ホームページ公開 ②ニュースレター発
行 ③成果報告集発行 
（３）研究発表会【】内は参加者数 
①キックオフ研究会（静岡）：【５８名：学生
５名】 平成１９年 ６月１１日－１２日 
②第３回サマーセミナー（大分）： 
【５０名：学生２３名，海外３名】 

平成１９年 ９月 ５日－ ７日 
③電気化学会秋季大会（東京）：（関連発表 
２６件） 平成１９年 ９月１９－２０日 
④固体イオニクス討論会（愛知）：（関連発表 
３７件） 平成２０年１２月 ６－ ８日 
［平成２０年度］ 

（１）全体の研究計画の立案・調整 

①班長会議 ４回 ②班会議 ３回  
③総括班会議 ２回 ④A01～A04 班会議（随
時） 

（２）情報発信，成果報告 
①ホームページ公開 ②成果報告集発行 
（３）研究発表会【】内は参加者数 
①第２回研究成果公開シンポジウム（東
京）：【７０名：学生５名】  

 平成２０年 ４月 １日－ ２日 
②プロトン導電体国際会議 SSPC-14（京都）： 
【１４５名：海外７３名】 
    平成１９年 ９月 ７日－１１日 

③第４回サマーセミナー（秋保）： 
【５４名：海外１２名】 

平成２０年 ９月１２日－１４日 
④電気化学会秋季大会（ハワイ）：（関連発表 
B10-Solid State Ionics Devices 6 – Nano 
Ionics） 平成２０年１０月１２－１７日 
⑤固体イオニクス討論会（東京）：（関連発表 
５７件）      平成２０年１２月３－５日 
 

これらの活動を通じて，多くの研究者で構
成された組織を有機的に連携させて運営し，
卖なる個別研究とは異なる系統的な研究を，
領域代表・各計画班長の強力な指導力のもと
推進することができた．さらに外部の研究者
を積極的に参加させて意見や批判を求め，プ
ロジェクト研究の透明性を維持することに
務めた． 

セミナーやワークショップの为催により，
国内外の関連する研究者や若手研究者を数
多く招聘することができた．これにより，ナ
ノイオニクス研究の基本的共通概念の構築，
国際的ネットワーク形成，若手研究者の育成
を推進した． 

公開シンポジウム，学会における討論，成
果報告集の刊行やホームページの公開を通
じて，得られた成果を社会へ還元すると同時
に一般への啓蒙を図ることができた． 
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